
令和４年度「６０（ロクマル）プラス」優良実践校 実践校報告書 

１ 実践校名 盛岡市立仙北中学校 

２ 実 践 名 
岩手県学校教育指導指針に基づいた望ましい生活習慣形成の取組 

～「６０プラスプロジェクト」の実践を通して～ 

３ 対 象 者 仙北中学校全校生徒及び保護者 

４ 目    標 栄養・運動・睡眠の意識向上を通して、望ましい生活習慣の形成を図る。 

５ 実践内容 ○「おにぎりの日」の取組 

 生徒が自分で弁当を作り、家族に感謝する日。作ったお弁当の写真等を１階廊下に掲示し、

保健委員会を中心に呼びかけや写真掲示、アンケート実施など、全員の取組となるよう働きか

けている。また、写真は学校保健委員会で紹介するなど、生徒・教職員・保護者を巻き込んだ

活動となるよう工夫している。 

○歯と口の健康づくり 

 学校歯科医の指導の下、「歯と口の健康」学習と臨時歯科検診の実施。プロフェッショナル

ケアの大切さについて、保健室から学級担任・部活動顧問等への働きかけ、保健委員会による

昼の放送など、工夫して取り組んでいる。かかりつけ歯科医が決まっていない生徒の健康相談

も実施している。 

○睡眠習慣について 

 長期休業明けの健康調査を基にした就寝時刻改善の指導。結果を教職員で共有し、保健だよ

りや学級通信等で周知を図り、集団・個別指導につなげている。 

○体育指導の充実 

 積極的な活動を促すペア学習の工夫と、チャレンジする姿を称賛し、達成感を得られるため

の指導の充実、そしてけがの予防。 

○肥満改善指導 

 「いまからここから通信」を発行し、栄養・運動・睡眠の大切さを啓発。「はかろう体重！い

まからここからシート」「身体測定結果シート」の活用と歩数等の記録の促進、「LAFFチャレン

ジ」の活用や、高度肥満に対する保護者を交えた保健相談を行っている。 

６ 成  果 ・「おにぎりの日」に関わる掲示物は、保護者や来客も足を止めてごらんになり、「美味しそう」

「これ作りたいなあ」「おにぎりの日ってお母さんが中学生の時から続いているんだって」等

と親子での会話にもつながり、食ヘの関心の高まりにつながった。 

・学校歯科医の指導及び教職員の働きかけにより、歯の大切さや噛むことの重要性を伝えられ

ている。 

・就寝時刻改善について、調査をもとに情報共有し、集団指導・個別指導につなげている。 

・肥満改善指導により、肥満度が改善する生徒が増えている。 

・高度肥満に対する保護者を交えた保健相談により、家庭と連携した取組につながっている。 

７ 課  題 ・スマートフォン等のメディア機器を所持する割合が高くなる一方で、保護者とのルールがな

し崩しになっていく生徒が多い。それに伴い睡眠時間が削られ、体調不良・対人トラブルに発

展することがある。 

８ 来年度以

降の予定 

 ６０プラスプロジェクトについて、更に教職員の共通理解を深め、食事・運動・睡眠につい

て、組織的に働きかけを行っていく。 


















